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診断 

癌部位に残留する希薄な薬剤を 1/10⁵程度の低線量率で撮影

できるⅩ線ＣＴ装置 

ＫエッジＸ線ＣＴ装置は CdTe などの半導体検出器，マルチチャンネルアナライザー（MCA），

カウンターボード（CB），パソコン（PC），ｘステージ，ターンテーブル，Ｘ線装置などからな

る。被写体にヨウ素やガドリニウムなどの液状造影剤，あるいはナノ粒子などを静脈注射し，

癌部位に残留した薬剤の主要構成元素をＫエッジにおけるＸ線の吸収により特定する。次いで

元素に効率よく吸収されるＫエッジよりもわずかに高いフォトンエネルギーのＸ線をCdTe検出

器と MCA を用いて選択し，CBによりカウントすることにより断層像を得る。数A の管電流によ

り撮影できるので，線量率は従来の CTの 1/105程度である。 

Ｘ線による癌の分子レベルイメージング

関連特許 

関連資料等 
現在，論文を投稿中

何に使えるの？ 

どんな技術？ 


